
 
OTK 

 

 

1

昭和51年9月7日 第三種郵便物認可（毎月6回 1の日、5の日発行）

平成20年7月3日発行 OTK増刊通巻第３８２８号

どくだみ

夏



2

ご 挨 拶 大阪後縦帯骨化症友の会（大阪OPLL友の会）会長 中岡 甫

窓から外を見渡すと緑の葉が心地よくそよぎ、
病気の痛みを忘れさせて、何となく癒される気分
ですが、友の会会員、ご家族はじめ脊椎の疾患
をお持ちの皆様お元気でお過ごしの事と存じま
す。

ミャンマーや中国でまた日本で大きな自然災
害が発生し多くの方が苦しんでいます。

先の阪神淡路大震災の時は外国からもた くさ
んの援助を頂きました 。今度はお礼をする番で
はないでしょうか。。。

個人で出来ることには限りが有りますが、募
金は可能です。いろんな募金窓口がありますが、
コンビニなどでも扱っていますので、可能な限り誠意をお願いしたいものです。

さて、最近毎日のように病気の事でご相談を頂きますが、その殆どが“どこか良い
病院を紹介して欲しい” “手術をすべきかどうか”についてです。

当会ではこのような問合せを受けた場合、会員としてご入会頂いた上で、病状をお
伺いし、手術経験が豊富で、脊椎専門の指導医（日本脊椎脊髄学会指導医）をご紹介
する事が可能ですので、出来るだけ早くご相談下さい。

後縦靱帯骨化症の国内患者数が２５０００名を超えたそうです。治療方法、対処方
法に加えて特定疾患患者としての認定の問題など、いろんな知識を共有し、一人でも
多くの方が少しでも安心できる環境で疾患に対応できるようにお手伝いするのが、当
会の最も大きな役割です。

当会ではブログ、会報などを通じ、皆様の投稿をお願いしています。日々どのよう

に疾患に対応しておられるのか、小さな事でもずいぶん参考になることがあります。

どうか一人で悩まず、積極的にご相談下さるようお待ちしています。

春の医療相談会に続き、秋に大阪市内で２回目の医療相談会を開催しますので、

多くの方がご参加頂き、交流・親交を深めて頂ければ幸甚です。

那智御滝前にて皆様のご健康を祈る
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9月23日
クレオ大阪中央で医療講演会を開催します

9月23日（火）秋分の日の祝日ですが、「クレオ大阪中央」で 独立行政法人国立病院機構 大阪南

医療センター整形外科脊椎外科 指導医 医学博士 海渡貴司先生をお招きして 医療講演会・医

療相談会を開催します。ご相談にも適切にお応えしていただけます。参加者の皆さん同士のお話が

できる時間も設けたいと考えています。お誘いあ

わせの上ご来場ください。

ご来場いただける方は、その旨ご連絡いただけ

だければありがたいです。

受付 １２：３０

講演開始 １３；３０～１４：３０

質疑応答 １３：３０～１５；３０

会員交流会 １５：４０～１７：００

お互い体験談など語り合いましょう

会場にはレストランがありません 各自昼食を済
ませてご来場下さい。 喫茶店（お茶と甘いもの）は３階同じフロアーに有ります。 お弁当などを会場
で召し上がって頂くことも可能です

〒543-0002 大阪市天王寺区上汐5丁目6番25号 電話 06-6770-7200

●地下鉄谷町線「四天王寺前夕陽ヶ丘」駅下車、1・2番出口から北東へ徒歩約3分

●「市バス「天王寺警察署前」あるいは「上本町9丁目」下車、徒歩約7分

「あべの橋」から101号系統「天満橋」行、 62号系統「上本町6丁目」行、「上本町6丁目」か
ら101号系統「あべの橋」行、62号系統「住吉車庫前」行

●駐車場 地下駐車場16台（うち1台身障者用）（有料：30分150円） 駐車台数に限りがありますの
で、公共交通機関をご利用ください。

厚
生
労
働
省
「
脊
柱
靱
帯
骨
化
症
に
関
す
る
研

究
班
会
議
」
が
６
月
１
４
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
班
ゲ
ノ
ム
担
当
の
慶
応
大
学

千
葉
准
教
授
よ

り
患
者
会
へ
同
胞
ゲ
ノ
ム
収
集
の
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

ゲ
ノ
ム
一
次
解
析
に
必
要
な
サ
ン
プ
ル
が
２
０

０
例
必
要
で
あ
る
が
、
１
９
年
度
末
で

９
０
例
し

か
収
集
さ
れ
て
い
な
い
。
遺
伝
子
解
析
す
る
に
は

最
低
で
も
１
５
０
例
必
要
で
あ
り
、
残
り
６
０
例

の
収
集
が
必
要
で
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
収
集
を
１
年
延
長
、
来
年
３
月
３
１
日

ま
で
に
６
０
例
を
収
集
し
た
い
。
今
回
が
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
今
回
を
逃
す
と
原
因
分
析
、

治
療
薬
の
開
発
が
遠
の
く

と
の
こ
と
。

全
脊
柱
連
、
各
患
者
会
は
自
ら
の
存
在
の
意
義

が
問
わ
れ
て
お
り
、
「
子
、
孫
に
こ
の
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ

を
残
さ
な
い
と
い
う
」
強
い
信
念
を
持
ち
行
動
す

べ
き
と
思
い
ま
す

具
体
的
な
協
力
要
請
：

親
子
・
兄
弟
姉
妹
の

居
住
す
る
地
域
の
整
形
外
科
（
脊
髄
専
門
医
が
い

る
こ
と
）
で
骨
化
が
な
い
か
ど
う
か
を
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
で
確
認
を
頂
き
、
骨
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の

地
域
の
ゲ
ノ
ム
解
析
収
集
可
能
な
施
設
へ
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
持
ち
、
血
液
の
採
取
を
お
願
い

し
た
く
。

特
に
親
子
・
兄
弟
・
姉
妹
に
Ｏ
Ｐ
Ｌ

Ｌ
が
あ
る
方
の
ご
協
力
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

費
用
は
団
体
の
方
で
負
担
で
き
る
よ
う
検
討
中
で

す
。 後

縦
靱
帯
骨
化
症
の
原
因
遺
伝

子
解
析
（
ゲ
ノ
ム
解
析
）
へ

是
非
ご
協
力
を
！

全
脊
柱
連
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全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会（会長 杉山清美氏）より、
舛添要一厚生労働大臣あて提出された要望書の抜粋です

１ 脊柱靭帯骨化症の原因解明および治療法の早期確立並びに治療研究事業として継続してください。

２ 「脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班」に対する研究予算を大幅に増額してください。

３ 黄色靭帯骨化症を治療研究事業の適用疾患にしてください。

４ 痛み痺れを緩和する研究の促進並びに医療受給者証交付の認定基準に痛みしびれを追加してく

ださい。

５ 骨化の進展を抑制並びに消滅させる新薬の開発に着手してください。

６ 損傷した脊髄を再生する研究を進めてください。

＊＊患者の皆さんも一丸となって運動しないことには要望はかないませんので、ご協力、宜しくお願いします＊＊

「赤い羽根共同募金」で集まったお金を配分していただき、
ノートパソコンとプリンタを整備することができました！
このたび、社会福祉法人 大阪府共同募金会にお願いしていた「赤い羽根共同募金」で集まっ

たお金の配分が決定し、先般ノートパソコンとプリンタを整備することができました。 会員の皆
さんや、会員外の方からの問い合わせなどに効率的に、迅速に対応し、当会の活動を活発にす
ることなどによって、この病気で苦しむ方々の助けになることが出来ると考えています。

この配分申請は故岩崎佐八郎会長が、大変な熱意で申請されたものです。社会福祉法人大

阪府共同募金会のほうに、この熱意が伝
わったものと思っています。 赤い羽根
共同募金に募金いただいた皆様をはじめ、

故岩崎会長さん、社会福祉法人大阪府共
同募金会に厚く感謝申し上げます。
社会福祉法人大阪府共同募金会 について
http://www.akaihane-osaka.or.jp/
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こ
の
会
員
さ
ん
も
強
い
痛
み
、

痺
れ
が
あ
り
な
が
ら
、
明
る
く
、

元
気
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
２
人
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を
感
じ

ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

★
Ｓ
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て

会
員
の
Ｓ
と
申
し
ま
す
。
前
会

長
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
会
報
が
届
き
ま
し
た
時

期
か
ら
体
調
が
悪
く
パ
ソ
コ
ン
触

る
の
も
気
が
進
ま
ず
今
日
に
至
り

ま
し
た
。
前
会
長
様
と
は
再
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
連
絡
し

て
居
り
ま
し
た
が
昨
年
９
月
頃
よ

り
症
状
が
悪
く
な
り
再
手
術
す
る

と
覚
悟
し
て
入
院
し
ま
し
た
。

が
、
手
術
出
来
ず
、
以
後
毎
週

１
回
、
頚
椎
に
ブ
ロ
ツ
ク
注
射

と
痛
み
止
め
の
点
滴
に
通
院
加
療

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
後
縦
靭

帯
骨
化
症
の
手
術
を
平
成
１
６
年

１
１
月
受
け
ま
し
た
が
、
後
遺

症
と
し
て
、
麻
痺
は
殆
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
強
い
痛

み
、
痺
れ

が
首
か
ら
肩
・
腕
、
足
先
に
残

り
、
加
療
中
で
す
。
で
も
リ
ハ

ビ
リ
施
設
等
行
き
身
体
の
不
自
由

な
患
者
さ
ん
を
見
る
と
、
ま
だ

ま
だ
自
分
は
幸
い
と
思
い
ま
す
。

此
れ
か
ら
も
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
長
様
、
役

員
の
方
々
ご
苦
労
様
で
す
。
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。
本
日
会
費
送
金
し
ま
し
た
。

★
会
長

Ｘ
Ｘ
Ｘ
に
お
住
ま
い
の
Ｓ
様

で
す
ね
。
岩
崎
様
ほ
ど
に
は
と
て
も
お

世
話
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
全
国
の
患
者

様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

春
に
は
寝
屋
川
市
で
医
療
相
談
会
が

あ
り
ま
し
た
。
難
病
連
と
の
共
催
で
し

た
の
で
、
場
所
が
不
便
で
私
達
の
会
員

お
方
は
少
な
く
、
会
員
外
の
方
が
大
勢

お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
大
阪
市
内
の
交
通
至
便
の
場

所
に
て
開
催
し
ま
す
。
是
非
お
運
び
く

だ
さ
い
。
私
も
患
者
の
一
人
で
す
が
、

相
談
を
受
け
る
に
つ
れ
、
皆
様
大
変
つ

ら
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
よ
う
で
す
。

何
か
お
困
り
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

メ
ー
ル
で
も
電
話
で
も
結
構
で
す
の
で

い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
。

★
Ｓ
さ
ん

入
梅
で
こ
れ
か
ら
暫
ら
く

私
達
頚
椎
関
係
の
患
者
に
は
少
し
う
つ

と
う
し
い
日
々
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
長
様
も
会
の
公
務
も
大
変
で
し
ょ
う
。

皆
の
為
に
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
処
で
メ-

ル
に
て
拝
見
し
ま
し
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
の
首
の
痛
み
の
番
組
録
画
し

て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
ま
し
た
の
で
、
明

日
送
り
ま
す
。

★
会
長

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

連
絡
感
謝
致
し
ま
す
。
お
互
い
に
情
報

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
本
当
に
こ
う
し

て
い
ま
す
と
、
仲
間
意
識
が
有
り
、
一

人
一
人
が
苦
労
し
な
く
て
も
良
い
様
に

な
れ
ば
良
い
な
と
心
か
ら
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

先
の
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
半

年
以
上
経
過
し
ま
し
た
が
、
大
変
な
作

業
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
な
ー
と
実

感
し
ま
す
。
私
は
ま
だ
メ
ー
ル
で
も
出

来
ま
す
が
、
先
の
岩
崎
会
長
は
ワ
ー
プ

ロ
相
手
に
毎
日
毎
日
膨
大
な
量
の
作
業

を
こ
な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
何
と
か

先
人
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
頑
張
ら
な

い
と
申
し
訳
が
立
ち
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

か
ら
の
こ
の
よ
う
な
ご
連
絡
が
私
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
り
、
最
良
の
薬
で
も

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

★
Ｓ
さ
ん

メ
ー
ル
拝
見
し
ま
し
た
。

感
謝
の
お
言
葉
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま

す
。

今
日
は
私
の
経
歴
や
病
気
の
件
で
少

し
記
入
し
て
気
分
転
換
致
し
た
い
と
思

い
ま
すＳ

８
年
宮
崎
県
の
片
田
舎
生
ま
れ
で
、

高
校
の
建
築
科
を
卒
業
、
直
ぐ
上
阪
し

中
堅
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
勤
務
し
、
Ｓ
４
６

年
１
級
建
築
士
事
務
所
併
設
で
工
務
店

を
独
立
、
営
業
し
て
来
ま
し
た
が
、
其

の
時
期
か
ら
肩
こ
り
、
頭
痛
等
に
悩
ま

さ
れ
、
整
形
外
科
（
町
医
者
）
、
鍼
灸
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
、
按
摩
、
中

国
針
、
月
当
り
３
，
４
回
治
療
し
て
居

り
ま
し
た
が
、
見
積
積
算
等
肩
の
こ
る

仕
事
で
職
業
病
と
思
い
込
み
頑
張
っ
て

居
ま
し
た
が､

Ｈ
１
５
年,

手
足
に
痺

れ
痛
み
が
生
じ
、
大
病
院
に
て
初
め
て

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
検
査
で
後
従
靭
帯
骨
化

症
と
分
か
り
１
６
年
１
１
月
手
術
致
し

ま
し
た
。

お
蔭
様
で
麻
痺
は
ま
つ
た
く
有
り
ま

せ
ん
が
、
両
手
足
と
首
周
り
に
厳
し
い

痛
み
・
痺
れ
が
有
り
通
院
加
療
し
て
居

り
ま
す
。
時
折
こ
の
病
気
の
神
の
手
の

お
医
者
さ
ん
が
居
な
い
か
と
思
う
時
も

有
り
ま
す
が
、
自
分
よ
り
も
つ
と
き
つ

い
闘
病
生
活
し
て
居
ら
れ
る
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
直
し
、
頑
張
る
毎
日
で

す
。
こ
れ
か
ら
会
長
様
や
会
員
の
皆
さ

ん
と
出
来
る
だ
け
情
報
交
換
し
、
心
の

ケ
ア
も
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
居
り

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

会 員 さ ん と 中 岡 会 長 の メ ー ル で の や り 取 り
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期間 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

項目 金額 摘要 項目 金額 摘要

前年度繰越金 826717 預金 印刷費 22 ,306

賛助金 5 ,000 事務用品 24 ,766

寄付金 8 ,000 備品 25 ,200

交通費 34 ,980

広告収入 0 講師謝礼 60 ,000

年会費 207 ,000 会議費 25 ,803

全脊柱連会費 15 ,140

難病連負担金 3,620

郵送費 21 ,616

小計 233 ,431

次年度繰越金 8 1 3 ,2 8 6

小計 220 ,000

収入合計 1,046 ,7 17

繰越金内訳

郵貯預金 794 ,502

預金利息 0

現金 18 ,784

会長 中岡甫

副会長　 池田正孝

副会長　 有井毅

会計 中岡甫

会計監査 池田正孝

平成１９年度　ＯＰＬＬ友の会収支決算

収入の部 支出の部

大阪後縦靭帯骨化症友の会

2008年3月31日

以上報告致します

小林伸一

皆様はじめまして、小林と申します。５８歳になります。

どうぞよろしくお願いします。高校で数学を教えてい

ますが、山登りが好きで山岳部の顧問をずっとしてき

ました。日頃の訓練も兼ねてランニングも趣味として

きました。 今年も１月１３日、地元和歌山マラソン２０

㎞に出場し、自分なりに快調に走ることができました。

その２日後の夜、練習再開で和歌山城の周りを走っ

ていて、脚が突然攣り、前に出なくなって頭から歩道

の石畳に突っ込んでしまいました。両手も着きました

が、ほぼ頭と同時だったので顔面と両手を思いっきり

打撲しました。顔面から血がかなり出ました。昔あご

を切ったり、頭上に櫓の柱が落ちてきたりして、多量

の血を出したりした経験があります。そのときは、意

識が薄れ行き血が止まるとともに意識回復しました

が、今回の場合、自分の意識はきわめてはっきりして

おり、転倒している最中もスローモーションのように

自分の様子が自覚できました。そして、顔面着地して

転んだまましばらく脚が麻痺して動

くことが出来ません。でも意識ははっ

きりしており、歩道で転んでいる状

態で真横を車が特にタクシーが目

立ちましたが何台も横で信号待ちを

し、青になってまた進むというそん

な状況をマラソンの中継カメラマン

の如く眺めていました。6～7分(もう

ちょっと長かったかも知れません)経っ

て何とか脚が動くようになり這いな

がら立ち上がり片脚を引きずりなが

ら、来るときは10分もかからなかっ

た道のりを30分程かかって家に着き

ました。家族には、心配させるまい

と｢つまずいて転んだ｣と言い、取り

あえず傷を消毒し、傷テープをアチ

コチに貼って寝ました。１時過ぎで

した。

翌日から、歩き辛く、ペタペタと所

謂馬蹄足という形で歩くことになり

ました。顔面を隠すために風邪を引

いたような振りをして大きなマスク

をして授業をしていました。生徒た

ちには怪我をしていることを話し、

少し聞きづらいのを我慢してもらう

ことにしました。 その日は、授業が終わると少し早く

帰り、外科医を尋ね、手当てをしてもらいました。手

足の痺れは時間とともに治るだろうとのことでした。

その後、歩き辛さや手足の痺れがなかなか治らない

ので、家族がよく行く鍼灸に行くと右足首が捻挫して

いるとのことで関節を入れてくれました。その後、手

足の痺れがどこからくるのかわからず、昨年の健康診

断で潜血が出ていたこともあり、胃腸内科で腸のカメ

ラ撮影をしたり、神経内科で首と腰のレントゲンを撮っ

てもらったりしました。結局、ＭＲＩで見ないとわから

ないとの結論に達し、予約を取りました。なんと７月

でした。

その内どんどん手足の痺れがひどくなり、歩くのに

不自由なばかりか、弁当を食べる箸も自由に扱うこと

が出来なくなり、箸をスプーンのように使ってご飯を

食べる始末になりました。また、ワイシャツのボタン

をかけるのが下手になり時間がかかりました。ズボ

ンもこれまでのように片足立ちで脚を入れることが出

来なくなりました。これからどうなるかとどうしようも

ない不安に駆られ、１０年ほど以前に首を牽引しても
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らったことがある近所の整形外科に行き、これまでの

経過を話し、首のレントゲンを撮ってもらうと骨がな

い所に骨が映っているとのこと。そして、聞いたこと

もない｢後縦靭帯骨化症｣のおそれありと言う。その

医院にＭＲＩがあり、次の日に早速ＭＲＩをとって、第

３～７番目頚椎の後縦靭帯が骨化していますと、即、

断言されました。治ることはない、難病だ、と言われ

ましたが、｢そうか、どうしょうもないのか｣と至って冷

静でした。それは死ぬことはないと言う言葉とどうし

て身体が強張っていくのかわからない不安の原因が

はっきりしたことによると思われました。３月１１日の

ことでした。３～４月、学年末の成績・入試・新学期の

準備と最も忙しい時期にあわただしく色々な検査をし、

この会にも入会させていただきました。

あれから、黒板に向っているときにチョークを落と

しそうになったり、箸を持つ手が強張ったり、階段を

下りるのが怖くなったり、ホームの端に立つのが怖かっ

たりと色々ありましたが、今は手はグリップで、脚は

片足スクワットで鍛えたりして、一見普通に生活して

います。

娘から勧められた指揮者の岩城宏之さん著『九段

坂より』を読んだり、ＯＰＬＬの会のホームページを読

ませていただいたりして、中岡さんや皆さんが苦労さ

れながらも負けてはいないことを知り、心強く感じま

した。

私の症状としては、手足の痺れ、強張り、最近は首

の付け根右側の部分に少し懲りが感じられますが、

筋肉が衰えないよう騙しだまし、日常生活で今まで

やってきた普段どおりのことを出来るだけ永くやって

行きたく思います。

こうなってから思い起こしてみますと３～４年前から、

ランニング中に２度ほど軽く転んだり、釣り場でつま

づいたり、それまでテトラポットの上をピョンピョン跳

んでガシラを釣るのが好きでしたが、足腰に自信が

無くなり以前のようには飛べなくなっていたりしまし

た。また、岸和田市にある府立の蜻蛉池公園で里山

作りのボランティアをしていますが、疲れやすくなっ

たりしていて、ずい分急に歳をとったなと思っていま

したが、この病気がじわじわ進行していたのかも知れ

ません（単に歳かも？）。山登りの方も毎月１回のペー

スで山岳部の生徒と山行したり、毎年２月に元同僚

たちと雪山登山(25年ほど続いています)ということに

していましたが、今年はこの病気で不参加となりまし

た。この趣味の方も続けたいという気持ちで下山時

に使うつもりで山用のステッキを買ってきました。ま

だ１回も使っていませんが・・・。

ところで、私の勤める高校では、６月の今、文化祭

を行っています。教師も20年前とは大違いで忙しい

毎日ですが、生徒の方も忙しく春から遠足・中間考査・

文化祭とずっと動きづめです。文化祭の終わった今

からやっと勉強に身が入る時期となります。文化祭で

は３年生は全クラスが演劇をします。最後の文化祭と

あって力の入れ方が違います。夕方は活動の延長届

けを出しても１９時までと決められているため、朝の

早くから集合し校内のアチコチで劇の練習をしていま

す。私が担任しているのは２年生で劇には出れずビ

デオ撮影をしていますがなかなか思ったようには上

手く編集が出来ずに間際になって撮影しなおしたり、

声の吹き込みをしたりと大変です。撮影担当グルー

プと編集担当グループが別人なのでなかなか折り合

いがつかず時間も足りません。泣き出したり、投げ出

しかけたりとなかなかのものです。結局は何とかか

んとか形が出来、一応の満足(若干の不満)で終わり

ました。教師としてはこの少し不満が残るところが来

年へのエネルギーにと変わってくれることを望みま

す 。

最後に、文化祭の雰囲気が少し出ています今年の

クラスの旗コンクールの写真と趣味の園芸として私が

育てましたペチュニアの写真を付けておきます。今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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以下の記事は、手術するかどうか

迷いに迷った。たいした症状ではなかっ

たが手術に踏み切った。手術後は症状が

軽減した。仕事もそれなりに頑張れてい

る という実例として書いて見ました。

手術を迷っておられる方のご参考になれ

ば幸いです。

最初の症状

私は技術系の事務職、現在61歳です。

学生時代は山に登っていたので脚力に

は自信がありました。20歳台はﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾝ

ｼﾞﾆｱとして方々を飛び回っていました。

事務に落ち着いた30歳ごろから、特に肩

が凝る、背中が凝る症状がありました。

40歳ごろには背中が冷える、肩甲骨の下

の辺りがとても凝り、ワーッと声を出し

たくなるぐらいのときもありました。

近所の整形外科で痛み止めをもらったり、

ブロック注射をしてもらったり、大きな

シップをもらったりしていました。 窓

を背に仕事をするようになってからは背

中に氷をおいているのではと思う冷感が

あり、冷たいのか痛いのか分からない痛

さで、夜は背中の下に指圧器を置いたり、

テニスボール2個を靴下に入れたものを

おいてやっと眠れるような状況でした。

50歳ごろから
50歳ごろから 右の親指の付け根がお

かしいのも出現しました。それでもＢ５

ノートパソコンを覗き込んで、細かい図

を作図したり、毎日毎日、夜遅くまでパ

ソコンと格闘していました。

そのような状況でだましだまし通勤し

ていましたが、56歳ごろ、仕事と、人と

の関係で会社もいやになり、心療内科に

もかかる羽目になりました。 このまま

自分の体がぼろぼろになってからでは遅

い、もう、会社もやめよう、そのために

は、もう一度、体のこともちゃんと診て

もらって、悪ければそれで踏ん切りがつ

く と思って昔から通っている整形外科

で改めて診て貰いました。

OPLLと診断された
その先生は理事長ですが、レントゲン

を見た瞬間、「OPLLという病気です」と

明言されました。脊椎は弱い器管だから

傷ついたら回復しない。出来るだけ早く

手術するのが良いといわれました。市民病院へMRI

を撮りに行っても狭いところに入るのがいやで

（閉所恐怖症）、撮影できませんと断られたりし

ました。もとの病院で平面MRIというのがあること

を教えてもらい、遠い病院で撮った平面MRI画像を

持ち、病院に紹介してもらった隣の県の大学病院

に行きました。大学病院に行くまで、そのうち、

そのうちと ずるずると日が過ぎました。それが

今から約4年前です。

大学病院へかかった
大学病院の脊椎整形外科の先生はMRIなどをごら

んになって、症状はあまり出ていないが、手術し

ようといわれました。 手術の予定も大体決まり、

特定疾患の申請もしました。 しかし次の診察日

に、家の事情（昼夜間介

護を必要とする父がいる。

手術すると今のように父

の介護が出来るまで回復

するかどうかわからない、

父は50歳前に手の痺れで

首の大手術をした。痺れ

は軽減したものの、手足

の自由が制限され、周り

を巻き込んで苦しんでい

る。 父のようにはなって欲しくない、手術をせ

ずに様子を見て欲しいと願う妻、自分自身の症状

がそれほど大したことなく、生活にもあまり支障

がない、もうすぐ定年なので定年までは何とかと

の思い・・）を考慮して先生は、手術は見合わせ

ようとおっしゃいました。先生は、症状がもう少

し出てきたとき（手の甲の方にまで痺れが上がっ

てきたら）そのときには迷わず手術しよう、その

時はいつでも連絡してきなさい、お父さんにも病

院に入ってもらって、自分がその病院に行って手

術してあげる とまで言ってくださいました。

そのころの症状は
手指先がしびれる、首の両筋がこる、背中の肩

甲骨のあたりが痛い、夜、背中が冷たい（ホット

カーペットの上に寝てやっと眠れる）、背中が痛

くて起きる、立ち上がりにくい、お尻に手が回り

にくい、靴ひもに手が届きにくい、字をうまく書

けなくなった ぐらいでした。脚は普通に歩けて

いましたし、少しなら走ることもできました。

転院した
3ヶ月毎に定期検診に行っていました。 ところ

が、大学病院の先生は私の住むところからはかな

り遠い分院に異動になられたので、本会の前会長
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に相談したところ、大阪南医療センター米延策雄

（よねのぶかずお）副院長先生に診ていただくこ

とになりました。 先生は様子を見ようというこ

とでした。

平成18年秋、大阪南医療センターのMRI画像で、

先生は「高輝度領域」が現れている、進行を意味

する、今すぐというわけではないが手術を考える

のが良いと言われました。

その後、仕事も忙しく、何もかもが忙しく、さ

らに、前会長の急逝などもあり、大変忙しい日々

が続き、どうしたものかと迷いながら、本当は手

術をしなければならないんだがーーー、などと人

に話しながらも手術の決断をしないまま日を過ご

していました。

脚がいうことを利かなくなった
ところが平成18年末、台所でおせち料理を作っ

て遊んでいたら、太ももの裏がひきつり、歩けな

くなりました。 あくる平成19年1月2日の60歳の

還暦祝いはこのことを半ば隠してお祝いを受けま

したが、この歳でこのような状態になり、今後ど

うしていこうかと大きな不安に襲われました。

元旦の夕方、近所の氏神さんにお参りしておみく

じを引くと、今まで見たこともない凶でした。

台所で太ももが冷えて具合悪くなったんだと思

い、還暦祝いにもらった登山用発熱タイツや、赤

い長袖の下着、厚い靴下、ホカロンを背中に貼っ

たりして暖かくしながら、何とか辛抱して通勤し

ていました。その後、歩くときにも足がもつれた

り、ロボットが歩いているような歩き方になった

り、足の力が急に抜けそうになるような気がした

り、後ろから見られていると思うと、足がすくん

で前へ進めなくなってしまうような日も出現する

ようになりました。これは参った、とうとう来る

べきものが来たと、なんだか暗い気持

ちになりそうになりました。しかし、

歳なので脚の筋肉が弱ってきている、

運動もせんといかんなー などと、気

を紛らわせながら、頑張っていました。

基本的に父も妻も、手術をしても

あまりよくならないのであれば経過を

見たほうがよいと、手術には否定的な

考えでした。自分自身も、症状があま

り出てきていないし、他に苦しんでおられる方と

比較すると自分はまだ手術しなくても良いのでは、

との 迷い迷う日々を過ごしていました。

手術を決断した
しかし、体もだいぶ悪くなってきたことを本当

に実感できるようになってきたこと、会社のほう

の仕事も一応のめどがたったこと、父の介護も姉

や妻やヘルパーさんによって何とかなる と思わ

れたこと、前会長から、米延先生に診てもらって、

この先生に手術したほうが良いと言われたらその

言葉に従いなさい、手術はタイミングがあり、遅

れるとだめだと言われていましたので、先生のお

言葉に従おうと、手術していただくことをお願い

しました。

そうして決めて帰ってきても、要介護５の父は

まだ反対。 だましだましやったらどうか、会社

も辞めてゆっくりすればもう少し楽になるのでは

ないかと言いました。 妻も、万一手術してうま

く回復しなかったときのことを心配して、手術は

見合わせるように言いました。 しかし、自分は

この病気の実態を理解している、先生の講演会で

聞いて理解している、本も読んでわかっている、

インターネットで検索してわかっている、いろん

な情報をあつめて理解した上での判断だ、これら

のすべてを網羅したガイドブックの編集責任者で

ある米延先生の手術を受けるんだと理解を求めま

した。 手術にはリスクはあるものの、現状では、

何もしなくてもリスクが大きい、転んだりして下

手をすると四肢麻痺や最悪呼吸停止になる可能性

がある と説明して、理解を求めました。何より

も力説したことは、自分は先生を信頼している、

リスクはあるが、まず安全である ということで

した。それでも妻の心配は払しょくされなかった

ようです。自分も少しは万一のことを考えて、身

辺整理をしたり、臓器提供カードを作ったりしま

した。

手術
入院直後、妻と娘と私にしていただいた先生か

らの詳しいご説明で、妻や娘は完全に安心したと

のことでした。 6日間ほど準備入院して迎えた手
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術、全く安心しきって受けることができました。

手術室から出て

きて、病室に戻っ

て、会社へ自分で

携帯電話しました。

会社の人は、まさ

か私から電話がか

かってくるとは思

わず、びっくりし

たとのことです。

家の父にも、手術

無事済んだデー

と電話しました。

私の声を聞いて大

変安心したとのことです。

手術した日の夜は、着ていた浴衣が体にまつわ

りつき、袖口がわきの下に食い込んで気持ちが悪

かったので（浴衣がきらい）、脱がしてくれーーー

とわめきました。脱がせてもらったあとは、眠り

ました。その日のうちに鼻の酸素ははずしてくれ

ました。

手術の日は食事はとれませんでしたが、あくる

日よりベッドを少し起こして普通の朝食を食べま

した。その次の日（３日目）にはベッドを起こし

て食事をしました。導尿のチューブも早々とはず

してもらい、内部に出血を吸いだすチューブもは

ずしてくれました。 歩いてトイレに行けました。

首の後ろには、大きな絆創膏のようなものが張っ

てあり、首の自由はあまり利かなかったですが、

まー普通にできました。首にはめるカラーは不要

でした。

術後
手術して5日目には、会社の友人がお見舞いに来

てくれましたので、歩行補助車を押して（不必要

でしたが）食堂へ歩いて行き、友人と食事をして

談笑しました。帰りは病院玄関まで送っていきま

した。

その後

のことは、

いわゆる

「経過順

調」とい

う状態で

した。病

院から近く

の公園へ行

き公園の中を歩き回ったり、近くの滝谷不動さん

へタクシーで行って、境内を歩き回り、歩いて帰っ

て来たり、退院前には、河内観心寺にタクシーで

行き境内を歩き回って、約８キロあまりの道を歩

いて帰ってきたりしました。

退院
3月25日に入院、3月31日に手術、一週間余計に

おいていただき、4月20日大安の日曜日に退院しま

した。 家に帰ってからは、近所の温泉に行った

り、ぶらぶらして、連休明けの5月7日より、通勤

時間片道１時間40分の会社へ通勤しています。

職場へ復帰
会社では、自分が休んでいる間はどうしていた

のだと思うほど仕事があります。会社で一日中パ

ソコン相手に格闘しています。 夜もかなり遅く

まで会社にいます。家に帰るともうへとへとです。

でも夜パソコンに向かいます。先日も早朝から遠

くに出張し、休みの土曜を利用して一日地方都市

を見物して回ることができました。家でも、夜中

に2、3回父の介護をしています。

先生は、特に鍛えようとして頑張らないのが良

い、日常生活を普通に送るようにするので良い

といわれていますので、少し運動を心がけている

という程度でしょうか。

現在術後3ヶ月目
現在、術後３ヶ月弱目です。症状としては、指

先は少ししびれているがほとんど忘れている。握

力は右56kg 左43kg。仕事で疲れると、腕がしび

れる。脚は歩き出しがぎごちなく、よろよろ。太

ももがつっぱる。ときどき太ももの両側の筋肉が

へなーとなるような気がする。歩きかけたら、か

なり歩ける。家の中では気が抜けるのか、ひどい

びっこをひいて足を引きずっています。（でも、

快方に向かっていると思っています。先生は1年く

らいかかるとおっしゃっています。）。 食欲が

ありすぎ体重が3kgほど増えてしまいました。筋力

保持の運動を少しずつでもしたほうが良いと思っ

ていますが、しんどいので、やってないです。

手術を受けて
もともと趣味を楽しむ余裕もなく、仕事だけの

日日を送ってきただけに、仕事から離れるには非

常な不安というか 生きがいを失うような気がし

ます。 会社に来ているから、何とか元気（そう

に）していられるのではないかと思っています。

退職して自由な人生を楽しめ、充実した人生が

送れるぞ、年取ったら思うようにうごかれへんで

とアドバイスしてくれるの友人がいますが、今
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術後5日目 会社の人などがが来てくれた

2008年4月3日のCT画像。 骨を
片開きして、人工骨のスペーサーを
入れ、脊髄が通る部屋を広くしてあ
ることがわかる



はまだ仕事に、患者会のサポー

トに、その他にもあれやこれ

や忙しくしていることで充実

感を感じながら生きています。

なんだか自分を中心に動い

てくれているような錯覚を覚

えることがあります。 ＯＰ

ＬＬを見つけてくださった先

生、大学病院の先生、今回お

世話になった先生方、看護師

の方々、病院で励ましてくれ

た患者の方々、病気の関係で

お知り合いになった方々、私

と関係する方々は、皆、優し

く助けてくださいました。命

あるもの無いもの、みんな微

笑んでくれているような気がします。大変ありが

たいことです。

大阪後縦靭帯骨化症友の会に入会して
最初は本会に入る必要はないと思っていました。

インターネットなどでそれなりの情報を得ていま

した。しかし、患者会は何をしてるのかなーと思っ

て聞いてみました。ご高齢の会長さんからの丁寧

なお手紙と電話がきました。お一人で奮闘されて

いることも知りました。自分ができることはお手

伝いしないという気になり、お手伝いを始めまし

た。しかし、此の会長は急逝されました。会長が

一生懸命されていた会を何とか継続しなければな

らないとの想いで現会長とともにあとを継いでい

ます。前会長から教えていただいたこと、紹介し

ていただいた先生のおかげで今日がるのだと思い

ます。また、自分も少しでも皆さんのお役に立つ

ことができるんだという喜びが大きいです。その

中で、いろんな方々と触れ合える貴重な日々があ

りがたいです。

手術を迷っておられる方へ
皆さんの中には症状が少しあるものの手術を迷っ

ておられる方も多いかと思われます。電話でのご

相談以外に、何名かOPLLの手術をされた方のお見

舞いにも行きましたが、手術後の様子や、その後

の回復は千差万別だというのが率直な印象です。

私のように術後もたいしたことのない人間は、

手術前の症状もたいしたことなかったからだと思

います。 しかし、OPLLの症状が出ておられる方は、

脊椎専門整形外科医の診察を受け、先生が手術を

した方が良いとわれるようであれば、症状がひど

くないうちに思い切って手術を受けられるのが良

いのではないかと思います。特にOPLLを持ってお

られる方は、頭を打ったり転んだりすれば、強い

症状が出る可能性があるとのことです。 転んだ

りして症状が出たときは、早ければ早いほど回復

されるようです。

たいした症状ではなかったが手術した、手術後

は以前より症状が軽減した、手術をしたので、い

つ麻痺状態になるかという心配は軽減した、それ

で仕事もそれなりに頑張れている という実例と

して書いて見ました。少しでも、手術を迷ってお

られる方のご参考になれば幸いです。
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編 集 後 記

今回は会員さんからの投稿なども入れさせていただき
ました。 もっとひどい症状でも頑張っておられるかたが
多くいらっしゃるのに、そのような方に役立つ内容では
なくて申し訳なく思います。

紙面の大きさは、記事をたくさん入れる関係上、この際
と思ってA4にしました。また、DTPソフトを使って限られ
た紙面に詰め込んだので、少し読みづらいかと思います
が、許してください。

仕事が忙しく、この会報をばたばたと作ったので、大失
敗をしました。 編集できて、プリントアウトしたら、出来
上がりはA5サイズでした。また一からA4サイズにレイア
ウトせざるを得ませんでした。あわてたらだめですね・・・

会長も、いろんな方からの問いあわせや、関係団体の
お手伝いなどで大変忙しい思いをされています。

今回もいろいろお願いしていますが、患者会は会の皆
さんのため
の活動です
ので 、調査
や研究への
ご協力、投
稿など是非
ともよろしく
お願い しま
す。

M.I.

日本丸 キール運河を航行中
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昭和51年9月7日 第三種郵便物認可（毎月6回 1の日、5の日発行）

平成20年7月3日発行 OTK増刊通巻第３８２８号

朝焼小焼だ 大漁だ

おおばいわし(大羽鰮)の 大漁だ。

浜は祭りの ようだけど

海のなかでは 何万の

鰮のとむらい するだろう。

金子みすずという童謡作家の詩です。

お釈迦さまは、おっしゃいました。

「だれでも自分が一番愛おしいと思っている、、、でも、人もまた自分
を一番愛おしいと思っている」

この世のあらゆるものに、私と同じいのちが宿っている。 こんな当た
り前のことに気付かない?人が増えている。(ひとでなし)

－－－この詩人は「ほとけの目」を持っているのでしょう。

毎日食べる食べ物も元はといえば、いのちある存在でした。

そのいのちを、毎度、毎度、いただいてわがいのちを支えてもらって

いるのです。

だから、食前に、手を合わせ、「いただきます！」であり、食後には、

その食事に関わって下さった人びと全てへの感謝も込めての「ごち

そうさま」なのです。

表紙挿絵とも 前会長が生前お世話になった十三 浄土真宗信正寺ご住職 滝野信隆氏による

先の会報誌で皆さんの現在の状況を教えていただきたく、記入用紙（切り取って送っていただくよう

にお願いしていました）を入れていました。 まだの方は是非送ってください。 今回少し改正して

書きやすくした記入用紙を 同封します。 是非記入して送ってくださるようお願いします。


